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こらむ 第１３話 ビジネスチャンスⅠ 「観光産業」と「生活産業」 

 

 

コミュニティビジネスが全国で活躍しています。最近は、ソーシャルビジネスとか地方発ビジ

ネス、生活支援ビジネスな～んて呼ばれることがありますが、これらをひっくるめて、コミュニテ

ィビジネスが着実に地域に根付いてきたような気がします。ちまたでも、コミュニティビジネスに

関する本がたくさん発行されています。アマゾンで“コミュニティビジネス”をキーワードとして検

索すると 71件が引っかかりました。 

http://www.amazon.co.jp/s/ref=sr_st?__mk_ja_JP=%83J%83%5E%83J%83i&keywords=%83R%83

%7E%83%85%83j%83e%83B%83r%83W%83l%83X&rs=465610&page=1&rh=i%3Aaps%2Ck%3A%83R

%83%7E%83%85%83j%83e%83B%83r%83W%83l%83X%2Ci%3Astripbooks%2Cn%3A465610&sort=re

levancebbsrank 

このなかで、最近読んで共感した島田晴雄＋ＮＴＴデータ経営研究所著の「成功する！地

域発ビジネスの進め方」を引用しながら、コミュニティビジネスが有するビジネスチャンスについ

て考えて見ましょう！ 

島田氏は日本社会の人口が自然減少していく新しい歴史的段階に入ったとして、「人口減

少社会という新しい時代には、首都圏など人口の比較的集中した地域から熟年層を人口の減

っていく地域に誘引して、定住化を促すことが最も重要です。その戦略的役割を担うのが「観

光産業」と「生活産業」で、これらを育成して地方への定住とその新産業への雇用を促進する

ことが、地方自治体に求められています」と記しています。このようにコミュニティビジネスにとっ

て絶好の時期が来たことと同時に、コミュニティビジネスの登場は時代から要請されていると言

えましょう。 

特に、北九州市の場合、人口 100万人を抱える政令指定都市であるので、対市民向けの生

活サービス産業の需要は大きく、新たなビジネスを伸ばす余地が大きいといえます。ビジネス

チャンスは、目の前に転がっています。高齢化社会を逆手にとって、市民が望む事業を展開

していきましょう！ 

次回からは、具体的なビジネスチャンスについて考察していきます。 


